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奈
良
市
消
防
団
だ
よ
り 

～
な
で
し
こ
新
聞
～ 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、 

予
想
を
上
回
る
人
数
の
来 

場
者
で
、
地
域
の
方
々
を 

は
じ
め
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
効
果
も 

あ
っ
て
か
、
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
の 

親
子
参
加
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

消
防
団
な
り
き
り
放
水
体
験
や
消
防 

車
に
搭
乗
し
て
の
場
内
一
周
、
は
し
ご 

車
搭
乗
体
験
な
ど
、
普
段
で
き
な
い
体 

験
も
あ
る
中
、
応
急
手
当
ブ
ー
ス
も
終 

始
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
方
に 

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に 

見
る
レ
サ
シ
ア
ン
を
怖
が
る
お
子
さ
ん 

も
い
ま
し
た
が
、
中
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ 

ｕ
ｂ
ｅ
を
観
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
と
て
も
興
味 

を
持
ち
、
今
回
初
め
て
実
際
に
触
れ
る 

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
た 

お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
小
学
生
く
ら 

い
に
な
る
と
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の 

使
い
方
を
真
剣
に
聞
き
な
が
ら
一
所
懸 

命
実
践
し
て
い
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん 

が
き
ち
ん
と
学
ぼ
う
と
さ
れ
る
姿
勢
が 

印
象
的
で
し
た
。 

最
後
に
消
防
団
員
に
よ 

る
一
斉
放
水
を
行
い
イ
ベ 

ン
ト
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

今
回
の
よ
う
な
防
災
イ 

ベ
ン
ト
を
通
し
て
実
際
に 

見
て
、
触
れ
る
こ
と
で
何 

か
少
し
で
も
興
味
を
持
っ 

て
く
れ
た
り
、
子
ど
も
た 

ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
の 

方
に
も
防
災
・
救
命
に
対 

令
和
5
年
11
月
26
日
、
平
城
宮
跡 

歴
史
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

天
候
も
よ
く
、
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン 

カ
ー
の
出
店
も
あ
り
多
く
の
家
族
連
れ 

で
賑
わ
い 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
場
で 

は
、
警
察 

や
自
衛
隊 

の
ブ
ー
ス 

も
あ
り
、 

パ
ト
カ
ー 

や
白
バ
イ 

な
ど
関
連 

車
両
が
展 

示
さ
れ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
改
め
て
考
え
る
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

広
報
指
導
分
団
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド 

隊
は
復
元
さ
れ
た
遣
唐
使
船
前 

の
ス
テ
ー
ジ
で
演
技
披
露
と
住

宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
広

報
を
行
い
ま
し
た
。 

消
防
の
各
体
験
ブ
ー
ス
で
は 

高
層
建
物
で
の
消
火
や
救
助
で 

使
わ
れ
る
は
し
ご
車
の
搭
乗
、 

起
震
車
で
は
最
大
震
度
７
想
定 

の
揺
れ
を
再
現
し
て
の
地
震
体 

験
、
消
火
器
の
使
用
体
験
、
そ
の
他
に 

制
服
試
着
や
煙
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
体 

験
に
心
肺
蘇
生
体
験
と
１
１
９
番
通
報 

体
験
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
体
験
後 

に
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
遊
べ 

る
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
も
楽
し
ん
で
い 

ま
し
た
。 

今
回
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
各 

体
験
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、 

 
 

防
災
に
備 

え
て
救
命 

に
興
味
を 

持
っ
て
も 

ら
え
る
と 

嬉
し
い
で 

す
。 

なりきりちびっ子隊員 

救命指導の様子 

カラーガード隊の演技披露 

消防団員による一斉放水 

令和 6年 1月 27日及び 2月 19日、奈良公園バスターミナルレクチャーホー

ルにおいて、奈良市自主防災防犯協議会主催による防災リーダー研修が行われま

した。本研修は奈良市の自主防災組織のリーダーを対象とし、安全で安心して暮

らせるまちづくりを推進する講座です。 

研修の合間に、奈良市広報指導分団による応急手当・心肺蘇生をテーマにした

「やまとなでしこ体操」と寸劇が披露されました。突如、傷病者が出たという設

定の寸劇では、受講者の皆さんに応援要請をし、119 番通報、胸骨圧迫、館内設

置のＡＥＤを探し出しての操作も体験いただきました。 

また、119 番通報時に、通信指令員より胸骨圧迫などの適切な処置方法を電話

で指導を受ける実演映像を視聴しました。 

救急車到着までの数分間は、傷病者の生命に関わる分岐点です。いざという瞬

間には、大事な命を救うために勇気を出しましょう。 

令和 5年度  奈良市防災リーダー研修実施される 

広報指導分団が防災寸劇・なでしこ体操を披露 

はしご車搭乗体験 

レサシアンを使って胸骨圧迫 

放水はじめ！ 

令
和
６
年
２
月
11
日
、【
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
奈
良
工
場
】 

全
面
協
力
の
も
と
、
奈
良
市
消
防
団
活
性
化
大
会
実
行
委
員
会
主
催 

の
防
災
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

自分たちの町を 
この手で守る！ 

できることからはじめよう！ 

～消防団員募集中～ 
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こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

備
え
を
万
全
に
、
そ
し
て
冷
静
な
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
心
掛
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

編 

集 

後 

記  

の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト≫

キ
ダ
・
タ
ロ
ー
氏 

作
曲
の
『
お
お
さ
か
救
命
体
操
』
を
、 

山
口
市
消
防
団
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や 

命
を
守
る
３
つ
の
ポ
ー
ズ
を
組
み
込
ん 

だ
防
災
ダ
ン
ス
『
さ
る
さ
る
サ
ン
バ
』 

を
、
大
分
市
消
防
団
は
幼
稚
園
な
ど
で 

開
く
「
わ
く
わ
く
消
防
教
室
」
で
使
用 

の
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
災
紙
芝
居
』
を
披 

露
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
、
馳
石
川
県
知
事
と 

タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
氏
に
よ
る
「
女 

性
消
防
団
員
を
含
め
た
女
性
活
躍
社
会 

」
を
テ
ー
マ
に
対
談
が
行
わ
れ
、
シ
ン 

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
女
性
消
防
団
員
の 

現
状
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ 

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

が
活
発
に
交
わ 

さ
れ
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｒ
展
示
コ 

ー
ナ
ー
で
は
、 

各
団
の
取
り
組 

み
や
事
例
が
様 

々
な
形
で
表
現 

さ
れ
て
い
て
、 

参
考
に
な
る
も 

の
が
多
く
あ
り 

ま
し
た
。 

展示コーナー 

                    天候に恵まれた今年の山焼きは、 
多くの観光客が見守る中、開催され 
ました。 

点火の合図で松明の火を下草につ 
けると、炎が私の方向へとむかい、 
怖くなるのと同時に熱風を感じまし 
た。その後、風向きが変わり、炎が 
山頂へと上がって行くさまは圧巻で 
した。 

各分団で担当しているエリアでは、焼け残った 
草を燃やし、火が拡大しないように、また残り火 

がないかの確認を 
済ませ、無事下山 
しました。 

今回で 3 回目の 
参加となりますが 
毎回自然の力と火 
の怖さを思い知ら 
されます。この貴 
重な体験を沢山の 
方々に伝えたいと 
思います。 

 

若草山焼き  

団員たちによる点火 

 

担当エリアへ向かう各団員 

我が分団 自慢の「人」 
若草分団 副分団長 阪木幸一 

家
業
の
四
代
目
を
継
ぎ
、
鍋
屋
町
で
飲
食
店
を
営
み
な

が
ら
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

若
い
頃
は
ラ
リ
ー
の
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
経
験
も
あ
り

食
べ
歩
き
や
飲
み
歩
き
が
大
好
き
で
、
現
在
は
居
合
道
・

詩
吟
・
茶
道
な
ど
、
多
彩
な
趣
味
に
も
取
り
組
み
な
が
ら

忙
し
い
け
れ
ど
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

「
消
防
団
応
援 

の
店
」
に
も
登
録 

し
て
お
り
ま
す
。 

消
防
団
員
の
方
、 

名
物
の 

<

か
つ
丼> 

を 

食
べ
に
是
非 

ど
う
ぞ
！ 

会場の様子 

開
会
宣
言
の
後
、
来
賓 

の
方
々
に
よ
る
挨
拶
が
あ 

り
「
全
国
的
に
気
候
変
動 

に
伴
う
災
害
が
激
甚
化
し 

て
い
る
」
こ
と
や
「
消
防 

団
員
が
減
少
す
る
中
、
女 

性
団
員
は
増
加
傾
向
に
あ 

る
こ
と
」
な
ど
、
消
防
団 

に
寄
せ
る
思
い
を
込
め
て 

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
メ
イ
ン
ス
テ 

ー
ジ
で
は
活
動
事
例
発
表 

が
行
わ
れ
、
大
阪
女
性
消 

防
団
合
同
チ
ー
ム
は
胸
骨 

圧
迫
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
の
流 

れ
を
盛
り
込
ん
だ≪

浪
花 

  第 28 回全国女性消防団員活性化 石川大会 
～金沢市いしかわ総合スポーツセンター メインアリーナ～ 

令和 5 年 11 月 16 日 開催される 

表彰記念撮影 

「よ
う
こ
そ 

石
川
へ  

百
万
石
の
花
と
咲
け
！ 

輝
く
女
性
消
防
団
」 

出初式 
    令和 6 年 1 月 13 日 
   ロート奈良鴻ノ池パーク 

にて式典・行進・放水が 
行われる予定でしたが、 

1 月 1 日に起きた「能登半島地 
震」に対し緊急消防援助隊派遣
もあり、場所を消防局へと移し
ての縮小開催となりました。 

今回の地震で亡くなられ方々 
へ黙とうを捧げた後、出席した 
代表者への表彰状授与などを行
いました。 
を閉式しました。 

 

 

防災教室 ＆ 

楽しみながら学ぼう 

 令和 5 年 11 月 14 日、ならやま小中学校体 
育館で小学二年生約 70 名を対象に防災教室が 
開催されました。「防災紙芝居」や「防災クイズ」 
を通して、災害が起きた時にどのように自分の 
身を守るかを一緒に考え、「ちびっこ防災体操」 
では地震の時はダンゴムシになって頭を守る、 
火事の時はアヒルになって安全な場所へ逃げる 
雷の時はカエルになって帰る、または安全な建 
物や車の中に入ることを体を動かしながら学び 
ました。 
 

また、11 月 24 日には、東登美ヶ丘小 
学校で帝塚山大学の大学生が主となり「体 
を動かしながら防災を学ぶ」を目的として 

防災運動会が行わ 
れ、西消防署職員 
との寸劇、やまとなでしこ体操、各競技にと、 
大学生も児童も共にとても活発に盛り上がりま 
した。 

楽しみながらの防災学習・指導が災害につい 
て考えるきっかけに、そして消防団を身近に感 
じてもらえる場になれは嬉しいです。 

防
災
運
動
会 

みんな一緒に！ 

 

消防団 
応援の店 

詳細は 
こちらから 

実体験レポート！ 

古都・奈良の 

伝統行事 

消火の準備も怠りなく 
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